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長野労働局雇用均等室へ
「働く女性の活躍推進に関する要請」を行う

最低賃金の引き上げを労働局に要請

連合長野男女平等参画推進委員会は、
男女平等月間の取り組みの一環として、６月
２５日(木)に男女平等参画推進委員会担当
の米持副会長、徳武副事務局長ほか３名と
根橋事務局長が長野労働局雇用均等室へ
出向き、妊娠・出産・育児休業などを理由とす
る不利益取り扱いやセクシュアルハラスメント
などの周知徹底、相談窓口の更なる充実、非
正規労働者の両立支援に対する相談や支
援についてなど９項目の要請を川崎均等室
長へ行いました。

また、今回の要請に続いて行った意見交換
では、連合長野が６月１１日・１２日に取り組んだ
「働く女性のための労働相談」に寄せられた
相談内容や、マタニティハラスメント・パタニティ
ハラスメント等の実態について情報交換と認
識を共有することができ、連合長野・連合長野
男女平等参画推進委員会と雇用均等室の
連携を強化し、男女が共に働き続けることがで
きる職場づくりに向けて取り組んで行くことを
確認しました。�（男女平等参画推進委員会）

連合長野は7
月23日、長野県最
低賃金の改正審
議が始まる時期
に先立ち、長野労
働局に対し要請
行動を実施した。
連合本部から

は須田総合労働局長、連合長野からは中山
会長をはじめ4名、長野労働局からは岡﨑労
働局長をはじめ4名が出席した。
冒頭、中山会長からは「5月の有効求人倍
率は1.25倍となっているが、新規正社員の求
人割合は全体の35.1%と全国平均より6.3ポ
イント低い。また、昨年の消費税引き上げ等の
影響もあり、多くの働くものはアベノミクスによる

雇用均等室と意見交換

岡崎労働局長に要請書を渡す中山会長

要請書を手渡す米持副会長



連合長野青年委員会は6月20日（土）、昨年に引
き続いて「ユースラリーin軽井沢」を開催し、10の構
成組織から32名が参加した。
今回は「地域のスポーツを考える」をテーマに、軽井
沢アイスパークでカーリングを体験した。まず、転び方
や仰向けになって滑ることなど氷に慣れることからは
じめ、コースの半分を使いカーリングの基礎を学んだ。
その後、４チームに分かれコースをフルに使い、実

際に試合を行った。
参加者からは、「団体としての責任も今回改めて
実感するとともに、何でも“やってみなければ分からな
い”を感じることができた。」「ほぼ全員が初体験で、
同じスタートから始められたので優劣なく楽しめてよ
かった。」「ほぼ全員が初体験で、同じスタートから始
められたので優劣なく楽しめてよかった。」と好評であ
り、楽しく学ぶことができる良い機会となった。

景気回復を実感するに至っていない。本年こそ長野
県でも安心して暮らせる最低賃金水準への引き上

げが必要である」と
あいさつした。
要請では、①最低
賃金水準の改定に
ついて、②最低賃金
引上げにあたっての
中小企業支援等の
実施について、③法

令の周知と監督行政の強化についての3点要請した。
労働局からは、「目安、雇用戦略対話合意を尊重

し、審議会の適正な運営に努めていく。また、法令の
周知、監督行政についても引き続き実施していく」と
の回答があった。
地域別最低賃金の金額審議は今月末から本格
的に始まるが、経済の好循環確立のためには大幅
な最低賃金の引き上げによる是正、暮らしの底上げ、
格差是正が必要である。引き続き関係各位のご支援
ご協力をお願いしたい。厳しい現状を訴える中山会長

青年委員会「2015ユースラリー」
〜つなごう！ひろげよう！仲間の輪！〜



連合長野ニュース No.374【7月】

連合長野からは佐藤幸司松本広域地協議長を
団長に13名が参加。那覇市民会館での平和集会を
はじめ、米軍基地の整理・縮小と日米地位協定の抜
本改定を求める集会・デモ行進や、普天間や辺野古
といった地を実際に訪れることで沖縄の米軍基地移
転問題にも触れ、参加者は過去から現在に至る沖
縄の平和問題について多くのことを学んだ。
今年の「平和オキナワ集会」は、 第一部は「連合
沖縄、連合広島、連合長崎、連合北海道」の青年委
員会の役員が「これからの平和運動と次世代への
継承を考える」をテーマに、パネルディスカッションを行
い、第二部は連合の古賀会長や地元連合沖縄の皆
さんの挨拶がある平和式典だった。
翌日の２４日は、基地を中心に回る「ピース・フィール

ドワーク」に参加した。名護市の普天間基地代替予
定地、嘉手納基地を見た後、住民約140名中83名が
「集団自決」をしたチビチリガマで献花をし、普天間
基地を見学した。見学は基地の外からだったが、フェ
ンスの横が滑走路
で、戦闘機やヘリ
コプターが離着陸
するたびにかなり
の騒音を感じた。
また、チビチリガ
マは、豪の中には
入れなかったが、

亡くなられた８３名の名前が刻んである石碑と平和
の像があり、暗い壕の中で数日を過ごし、最後は我が
子に手をかけ、自らも自決する選択しかなかった絶望
に満ちた状況で、彼らは最後に何を思い命を絶った
のかを考えると、今の平和というものが、どれほどの尊
い命の上に成り立っているのか深く考えさせられた。
25日は連合長野の参加者独自に、南風原（はえば

る）の「陸軍病院南風原壕」に行った。はじめは内科
として使われていたが、外傷者が増え、外傷者の手
術等を行うようになり、戦火がひどくなり南風原を撤
退するとき、全ての重症患者を連れてはいけないの
で、迎えに来ると話し南下したが、その後日本兵が
戻ってきた理由は、青酸カリを飲ませ自決させる為
だった。元気になるからと牛乳に混ぜて飲ませたと聞
いた。本で読む学習は、もちろん大切で必要な事だ
が、それをもとに実際に現地で見て・肌で感じる大切
さを知ることができ、心から戦争反対と言える沖縄平
和行動だった。

「次世代への継承」の視点をもって、戦後70年目
からの新たな平和運動をスタートさせよう！

陸軍病院南風原壕
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全労済長野県本部（長野県労働者共済生活協同組合）

全労済公式キャラクター

「ピットくん」

1990年、「長野は江戸と違う。知恵を出し合い、長
野方式で皆が結集しよう」と初代連合長野会長に
就任された松田章一さんが5月9日にご逝去（享年83
歳）されました。
ご葬儀はご家族のご意向でご家族だけで執り行
われましたが、松田さんの関わりのあった連合長野・
県労組会議・私鉄県連など10団体で「お別れの会
実行委員会」（中山連合長野会長が実行委員長）
を結成し、6月30日に「お別れの会」と「偲ぶ会」が松
本市内で行われました。

「偲ぶ会」には松田さんの親交の広さから各界の
関係の皆さん100名余が集まり、在りし日の松田さん
を偲びました。
謹んで松田章一さんのご冥福をお祈り致します。

連合長野初代会長「松田章一さん」を偲ぶ会、
しめやかに挙行

中山実行委員長、生前の故人の功績を称えるとともに思い出を語る


